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●災害廃棄物委員会● 
 災害廃棄物委員会は、10月7日に第2回会合を開催しました。この第2回から第4回までの３回で被災地協

会からの事例報告・意見交換を行うこととしており、今回は北海道、福島県及び大阪府の各協会からの事例

発表と意見交換を行いました。                          （総務部・中込） 

●建設汚泥分科会● 
 令和元年度第1回建設汚泥分科会を10月9日に開催しました。建設廃棄物部会では、建設汚泥再生品のリ

サイクルを促進するために、昨年度、「リサイクル製品評価のための自主基準」及び「建設汚泥リサイクル

製品事例集」を改訂しました。建設汚泥分科会では、建設汚泥のリサイクルの推進に向けたこれらの活動

を、行政や建設業界などに周知し、協力関係を構築するための方策について検討しました。今後、分科会員

がそれぞれ分担して説明し、理解を求めていくことを決定しました。         （調査部・香川） 

●埋立処分委託契約書・最終処分場維持管理マニュアル説明会を開催 ● 
 標題の説明会を10月11日に東京会場で、10日23日に札幌会場で開催しました。説明会では、まず「産

業廃棄物埋立処分委託契約書の手引」について、最終処分部会の杉田部会長から作成の趣旨の説明をした

後、事務局が概要を説明しました。 

 午後は最終処分場維持管理マニュアル監修委員会でご指導いただいた先生から基調講演がありました。続

いて最終処分部会運営委員がマニュアル改訂の趣旨を説明し、改定案作成ワーキンググループのメンバーよ

りマニュアルの概要の説明を行いました。 

 東京会場の基調講演では東京工業大学の高橋史武准教授より「廃棄物最終処分場に対する社会心理学的評

価-嫌悪感という視点-」と題し、また、札幌会場では室蘭工業大学の吉田英樹准教授より、「最終処分場の

適切な維持管理-廃止基準での埋立ガス-」と題し、それぞれ講演いただきました。 

 説明会は引き続き、下表のとおり3都市で開催を予定しております。いずれの会場も申し込みが可能で

す。 

 詳細は連合会HP（https://www.zensanpairen.or.jp/application/seminar/）をご確認ください。 

                                         （調査部・東） 

 

 

 

 

 

第46回理事会を開催  

当連合会の第46回理事会を10月8日に開催しました。 

 今回の理事会では、①委員会、部会運営委員会委員の選任について、②賛助会員の入会承認について、③

令和2年度「第19回産業廃棄物と環境を考える全国大会」について、④令和2年度全国正会員会長・理事長

会議の開催について、の4つの議案を審議しました。 

 議案のうち、第19回産業廃棄物と環境を考える全国大会については、来年11月27日に東京都（TKPガー

デンシティ品川）で開催することが決まりました。また、全国正会員会長・理事長会議は、令和3年2月に徳

島県（JRホテルクレメント徳島）での開催が承認されました。            （総務部・古川）     

連合会より 

開催地 開催日 会  場 定員 

仙台会場 11月29日(金) 宮城県建設産業会館 60名 

岡山会場 12月11日(水) 第一セントラルビル1号館 60名 

熊本会場 2月 5日(水) 熊本ホテルキャッスル 60名 
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●香川県協会「産業廃棄物処理実務者講習会」を開催 ● 
 一般社団法人香川県産業廃棄物協会は、高松市内の高松センタービ

ル会議室において、10月7日に「産業廃棄物処理実務者講習会」を

開催いたしました。 

 当協会は公益目的事業として、これまで毎年、実務者講習会を開催

してまいりましたが、今回の講習会では産業廃棄物を取り扱う方々が

日々の業務に必要な「委託契約書」や「マニフェスト」等の取扱いに

ついて具体的な講義を株式会社シューファルシ代表取締役・武本かや

氏を講師にお招きし実施いたしました。 

 当日は、会場定員いっぱいの94名の方々（うち行政担当者が11

名）が参加され受講者のみなさんの関心の深さが感じられました。今

回の講習会では実際に「マニフェスト」に記載するワークもあり、講義で学んだ内容を

実践で確認することができました。 

 講義の最後に講師から全産連のｅラーニング講座や産業廃棄物処理検定の紹介もあ

り、受講者からは、排出者、処理業者双方の観点で説明され、ワークも含めて実務を踏

まえた内容で役立ち、大変有意義でしたとのアンケート回答結果でした。当協会では今

後も、このような実務に即した講習会を開催してまいります。                    

                               （一般社団法人香川県産業廃棄物協会） 

 

●兵庫県協会「ビジネススキルアップ研修」を開催 ● 
 一般社団法人兵庫県産業資源循環協会は、10月24日に「ビジ

ネススキルアップ研修」を開催しました。この研修会は、廃棄物

処理業界の人材力の底上げやイメージアップを目的として、新入

社員や営業社員を対象としております。講師は、当協会青年部統

括幹事で株式会社シューファルシ代表取締役の武本かや氏に務め

ていただきました。 

 内容は、1グループ5人で組み、まず、廃棄物処理業界で求めら

れる人物像についての説明、社会人として必要な力である社会人

基礎力ワークが行われました。それから、ビジネスマナー5原則

（挨拶、表情、態度、身だしなみ、言葉遣い）やお辞儀、名刺交換、敬語、電話対応、ビジネス文書のルール

などのビジネスマナーの基本、報連相などのビジネスコミュニケーション、そして、機密情報の漏洩防止や優

良事業者認定に係る情報発信などの情報管理について、廃棄物処理業の日常業務での事例を織り交ぜながら、

講義とワークが進められました。 

 受講者のアンケートでは、「言葉遣いなど今まで教えてもらったことがないことが勉強になった。（事

務）」、「基本的なことだけでなく、分かりやすい事例があり、理解しやすかった。（営業）」という感想で

した。 

 この研修会以外にも、当協会では、産業廃棄物処理業者と産業廃棄物に関わる排出事業者を対象として兵庫

県下6ヵ所で開催する「産業廃棄物の適正処理に係る研修会」、実務担当者向けの「産業廃棄物処理実務者研

修会」、初めて産業廃棄物に関わる方向けの「新人・新任担当者研修会」などの各種研修会を開催して、産業

廃棄物に関わる事業者が廃棄物関連法令や知識を習得し、技術を向上するよう取り組んでいます。 

                              （一般社団法人兵庫県産業資源循環協会） 

協会便り 
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  当連合会では、連合会及び正会員の事務局担当者の知識向上と情

報交換などを目的として毎年全国正会員事業研修会を行っていま

す。 

 今年度は、10月25日に当連合会会議室において開催しました。

研修は、働き方改革及び連合会の事業活動をテーマに行われ、35

名の正会員職員が参加しました。 

 働き方改革については、東京働き方改革推進支援センターより 

徳留正一郎氏（特定社会保険労務士）をお招きし、働き方改革の概

要を、連合会の事業活動については、議連PT関連、外国人技能実習制度導入の進捗状況等、連合会の取り組

みに関する研修を行いました。                          （総務部・冨樫） 

令和元年度全国正会員事業研修を開催 

●INDUST 11月号特集「サーマルリサイクルの意義」● 

 焼却による発電や余熱利用といった熱回収は、廃棄物の中間処理において優先順位が低く、2030年度の

温室効果ガス削減目標が2013年度比で26％削減する設定がされて以降、廃棄物処理はさらなる低炭素化が

求められています。 

 しかし、適正処理の面からも焼却処理は必要であり、焼却する際は熱回収することが不可欠になってきて

います。一方、廃プラスチックの国内循環に向けて産業廃棄物処理・資源循環事業者の役割がますます強く

なっています。当面、廃プラスチックはマテリアルリサイクルが優先に進められますが、民間の処理施設の

整備は追いついていない状況です。 

 この状況を受け、５月20日に環境省が都道府県等に一般廃棄物処理施設の活用を促す通知をしています

が、廃プラスチックの処理を円滑に進めるには熱回収設備を充実させることも考えなければならないでしょ

う。11月号では、サーマルリサイクルの意義をテーマにエネルギー回収を中心とした熱回収の役割や、コス

ト削減などの効果の面を解説するとともに、産業廃棄物処理事業者が取り組む事例と、環境省が進める廃棄

物熱回収設置認定制度について紹介します。                    （事業部・東方） 

主な行事予定（11月21日～12月18日） 

【11月】 

21日 産業廃棄物処理業従事者能力アップセミナー 

   （営業・東京） 

22日 産業廃棄物処理業従事者能力アップセミナー 

   （現業管理・東京） 

   関東地域協議会（茨城） 

29日 埋立処分委託契約書・維持管理マニュアル説明会   

   （宮城） 

 

 

【12月】 

 3日 青年部協議会幹事会 

 9日 マニフェスト推進委員会 

 13日 建設汚泥再生品等の利用促進に関する検討会 

 11日 埋立処分委託契約書・維持管理マニュアル説明会   

   （岡山） 

 17日 中間処理部会運営委員会 

 18日 安全衛生委員会 
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 産業・資源循環議員連盟の意見交換会が衆議院第一議員会館会議室に

おいて、10月8日に開催されました。 

今回の意見交換会は、令和２年度税制等改正に係る産業廃棄物業界から

の要望並びに去る4月に産業・資源循環議員連盟の田中会長から原田環

境大臣及び石井国土交通大臣に対して産業廃棄物処理業に関わる提言が

されましたが、環境省・国土交通省及び全国産業資源循環連合会のその

後の取り組みや進捗状況について意見交換が行われました。  

 開会にあたり、第４次安倍改造内閣において復興大臣に就任された田

中会長は、「我々議員連盟は、皆様の要望や意見をしっかりと受け止め

て、安心できる社会を目指していきたい。」と挨拶されました。続いて、当連合会の永井会長が挨拶の後、田

中議員連盟会長に「令和２年度税制改正に関する要望書」を手渡しました。 

 次に、「令和２年度税制改正に関する要望」内容について、全産連の森谷専務理事が説明し、連合会最終処

分部会の杉田部会長が最重点の要望事項である「産業廃棄物最終処分場に係る特定災害防止準備金の措置の延

長」の重要性を訴えました。これに対し、環境省の成田廃棄物規制課長より「本要望については、環境省とし

ても重要な事項であり、連合会と連携して実現に向け取り組んでいく。」と発言されました。 

 また、議員連盟PT 報告書（産業廃棄物処理業に関わる提言）のフォローアップ状況として、①「業務主任

者」の資格付与のための試験及び講習等に関する試行、②建設汚泥再生品等の利用促進に関する検討会、③産

廃処理業における外国人技能実習制度の導入、の各取り組みの進捗状況について森谷専務理事より報告しまし

た。 

 報告後、環境省の成田廃棄物規制課長より「①、②については検討委員会に参加して、取り組んでいく。③

については全産連の準備が整いしだい、環境省として実現に向けバックアップしていく。」との発言がありま

した。国土交通省の八尾インフラ情報・環境企画室長も、「②については検討委員会に参加して取り組んでい

く。」と発言されました。  

 議員連盟の井上PT座長が、「環境省、国土交通省も、全産連の取り組みを支援していただきたい。また、

引き続き進捗状況を議員連盟に報告いただき、対応をしていきたいと考えている。」と述べました。 

 最後に、議員連盟渡辺会長代行から「税制改正関する要望、災害を考えれると最終処分場の存続は不可欠で

あり、人材の育成・確保もこれからの事業に重要なことである。議員連盟としてしっかりと対応していきた

い。」との閉会のご挨拶がありました。                      （政治連盟・土井） 

 

産業・資源循環議員連盟意見交換会出席者（敬称略・順不同） 

＜産業・資源循環議員連盟出席議員＞（15名） 

 ○衆議院議員：逢沢一郎(岡山)、田中和徳(神奈川)、渡辺博道(千葉)、望月義雄(静岡)、井上信治(東京)、 

  あかま二郎(神奈川)、小倉將信(東京)、とかしきなおみ(大阪)、小田原潔(東京)、工藤彰三(愛知)、 

  堀内詔子(山梨)、福田達夫(群馬)、大隈和英(大阪)、 

 ○参議院議員：片山さつき(比例全国区)、中西祐介(徳島高知) 

 ○環境省環境再生・資源循環局：廃棄物規制課長 成田浩司 

 ○国土交通省：公共事業企画調整課インフラ情報・環境企画室長 八尾光洋 

＜全国産業資源循環連合会・同政治連盟＞（18名） 

 ○全国産業資源循環連合会：会長 永井良一（愛知県産業廃棄物協会会長）、専務理事 森谷賢 

 ○全国産業資源循環連合会政治連盟；理事長 國中賢吉、岡山県資源循環政治連盟理事長 藏本忠男、     

  広島県資源循環政治連盟理事長 川本義勝  

 ○都道府県協会：宮城県産業資源循環協会会長 鈴木 昇、福島県産業資源循環協会会長 佐藤俊彦、 

  群馬県環境資源創生協会会長 城田裕司、千葉県産業資源循環協会会長 杉田昭義、 

  東京都産業資源循環協会会長 高橋俊美、埼玉県環境産業振興協会会長  小林増雄、 

  神奈川県産業資源循環協会会長 藤枝慎治、岐阜県産業環境保全協会理事長 粥川長司、 

  和歌山県産業資源循環協会会長 武田全弘、鳥取県産業資源循環協会会長 越生昭德、 

  香川県産業廃棄物協会会長 松本英高、佐賀県産業資源循環協会会長 篠原隆博、 

  熊本県産業資源循環協会会長 大野羊逸  

          

産業・資源循環議員連盟「意見交換会」を開催 
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 全国産業資源循環連合会政治連盟は、第50回理事会を10月8日に全国産業資源循環連合会会議室で開催し

ました。 

國中政治連盟理事長より「本日は４つの議題を審議していただく。特に令和２年度税制等改正に関する要望に

ついて議論いただき、本日の夕刻の産業・資源循環議員連盟との意見交換においても最重点の要望事項として

提案したいと考えている。」と挨拶しました。 

 続いて、永井連合会会長より「政治連盟におかれては、これから我々が目指す産業廃棄物処理産業の振興法

案の法制化を連合会とともに取り組んでいくことが重要である。そのためには、産業・資源循環議員連盟と連

携を密にして、法制化を実現する活動を行っていかなければならない。」と挨拶されました。 

 議題は次の通りです。 

（１）第25回参議院議員通常選挙結果報告 

   産業・資源循環議員連盟所属立候補議員：選挙区９名(当選６名)比例５名（当選4名）  

（２）令和２年度税制等政策に関する要望について 

  ・要望事項１：産業廃棄物最終処分場に係る特定災害防止準備金の措置の延長 

  ・要望事項2：PCB 廃棄物等処理施設及び石綿含有産業廃棄物等処理施設に係る税制優遇措置の延長 

  ・要望事項3：地球温暖化対策税の着実な実施及び活用       

（３）議連PT報告書の取り組み状況について 

  ・業務主任者試験等試行等                 

  ・建設汚泥再生品等利用促進                

  ・技能実習生                       

（４）廃プラスチック処理について               

  ・廃プラスチック処理状況調査結果について          

  ・廃プラスチック類等に係る処理の円滑化等について(環境省通知)  

  ・廃プラスチック類の保管量の上限を緩和する廃掃法施行規則の一部改正する省令 

                                        （政治連盟・土井）   

全国産業資源循環連合会政治連盟第50回理事会を開催  
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